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【はじめに】

　健常者でも朝から夕にかけて足がむくむ生理的下腿浮腫
を自覚することがある。浮腫の原因は様々であるが，静脈
還流もその一因と考えられている1）。一方，女性は男性よ
り足のむくみを感じやすいとされる2）。しかし，生理的下
腿浮腫と下肢における血流の関係を画像的に明らかにした
報告はない。本研究は，生理的下腿浮腫と下肢静脈血流に
男女で違いがあるのか検討することを目的とした。

【方法】

　対象は健常な若年成人32名（男/女, 16/16；21±１歳）。 
朝と夕で下腿周囲径を計測するとともに，超音波検査を用
いて，画像上浮腫の指標となる下腿の真皮や皮下組織の厚
さやエコーレベル 3-5），および下肢の静脈還流を担う膝窩
静脈と大伏在静脈における速度時間積分値（VTI）などの
ドプラ血流指数について，朝と夕で比較し，男女による違
いを検討した。

【結果】

　女性では朝と比較して夕の下腿周囲径 （25.7 ［24.7–26.3］ 
cm vs. 26.0 ［24.5–26.7］ cm, p＝0.010），および皮下組織エ
コーレベルが高値であったが （61.9 ［51.3–65.6］ vs. 62.5 

［55.4–68.3］, p＝0.009），男性でこれらの差はなかった。一
方，真皮乳頭層厚は男性で朝と比較して夕に厚かったが 

（1.0 ［0.9–1.1］ mm vs. 1.1 ［1.0–1.2］ mm, p＝0.024），女性

下肢静脈血流と生理的下腿浮腫の関連

では差がなかった。女性では朝と比較して夕の膝窩静脈
VTIが低値であったが （29.6 ［25.0–42.0］ cm vs. 26.6 ［19.3–
37.4］ cm, p＝0.011），男性でこの差はなく，大伏在静脈の
VTIには男女とも朝夕の差はなかった。

【結論】

　生理的下腿浮腫の現れ方に男女で違いがみられた。膝窩
静脈血流が女性において夕に減少することは，むくみの感
じやすさの性差に関連する可能性があり，今後更に探究す
べき課題であると考えられた。
※本研究成果の一部は，第52回杏林医学会総会で報告し，
優秀発表賞を受賞した（三鷹, 2023年11月18日）。
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